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•ご 巧巧になる脚ここの巧抑お巧*ホおなみにな 0 、正しくお化し K ださい。 

お R みになつた巧と也が巧に巧巧し、但巧なときにお R みくたごい。 

•な 姑 ■は 必ず r お面い上げ曰•巧巧店ち j などの妃入巧ご ii 巧ぐださい。 





















受全のたゆ 0 ずお寺 0< だをい 


ZL 警告 

この表示を無視して誤った取りのいをする 
と、人び巧 t すたは祖据を負5巧能性げ想 
定さのる巧智を示していまず。 

A ミち意 

この表元を無視しで誤った取り扱いをずる 
と、人が損吾を負5巧能性が德おされる巧 
琶および物的損害のみの荒ちび强定ごれる 
巧宫を示しまず P 


給表示について 

この取巧點巧ちおよび数品への表示では、製品を賣 
全に正しくお巧いいただき、おなにや他の人々への 
危漠や財産への損畜をまおに蛇止ずるためにいろい 
ろな給黃ををしていまず。 

その表をと窓なはちのよラになって U ます。 

巧得をよく随設してから本文をお読み< ださし、 


r A 警告 ' 

巧造はしない / 

修理技術者切かの人は、 W 

絶础〔巧照したり、僖理をしない が照化 

父が■齒画-けがの原因 
核理はお貢い上げの版売店または曰な安®品 
のお客様ご巧肪巧口にご相談ください。 

プラグの巧や巧の取が部がにほこりが A 
巧這しでいる場合はよ<热< V 
おが。原因 ^ fcv 

吸排気口やすき間にピンや針をなどの ^ 
金属物等、異物を入れない Vjy 

感電や量巧動作によるけがの原因 

細感"。 

定格 15 A む上のコン 
使用する 
化の器具と併用する 
と分核コンセント部 
の異常発熱にぶる疑 
火の原因 

セこ 

ゾトをを巧で My 

rtsAiUi ] 

プラグはコンセントの奧までしつかり A 
差しをむ V 

凳煙*义がの原因 

めれたをでブラブの 
巧さ善しはしない 
感巧の原因 


_ / めれをを止 

子巧だけで悼用ごせた口、幼巧の手の ベ^ 
届くところで巧巧しない 
感坦•やけど*けびの原因 

誇 

コードやプラグが傷んでいたり、コン /CN 
わントの差し込みがゆるいときは使用 
しなし\ 

感お■ショート-発火の原因 

コードを搞コけたり、加工したり、無理に®げた 
り、弓 j っ張ったり、ねじったり、たがねたり、高温 
部におづけた日、重いをのを巧甘たり、はさみ 
込んだりしない A 

コードが破捐し、感里，化ぶの原因 \jy 

交流 loov 似がの電源は掩吊しない f < r \ 

感電-おぶの原因 , 

げ飯中は艳がにみたを開けない ベ六 

やけどの原因 

化につけたり、水をかけたりしない づ苗^ 

感電+ショートの原西 

霖蔚口し手を轴れない 
やけどの 恐れ 

特に乳切巧には軸れ达せない ぁが巧止 
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絵表示の例 A A A 

A Q 〇 


この記ちはを意（盾険‘酱告をさむ）を 
括す内密びおることをちばるをのです。 
図の中やお情に具体的なミま愚内宮び 
描かれています。 


こめ記号は誤止の巧為であることを 
告げるをのでず。図の中やお巧に昌 
な的な禁止巧容げ描かれています。 


この記号は行為を茵制したりおちす 
るの酉を苦ばるものでず。鹽の中や 
あ博に具体的な括お巧留び描かれて 
います。 


么注意 


水のかかるところや、火気の近<ではべ^ 

使巧しない じ y 

读巧-漏巧の原因 

巧巧時 W 州よ、プラグをコンセントか5抜く ^ 
跑摄^化による感里’焉涅によるか災，やけど’ W 
けがの原因 フ g ミ巧 

不を定な場巧や熱に疆い敷物の上では ATN 
使用しない 
ぶがの原强 

ム、臓用のぺースゾーカーをご使用の場合は、 

本製品の使用にあたっては、臣師とよくご巧 
談ください 

本製品め動かがベースターカーに嵌装を 
ちえることがあるため 

専用の内びまた i 外は使用しない ^ 

過親*異常動作の原因 

プラグを抜くときは、コードを持たず £% 
におずプラグ部分を持って引き抜< If 
嚴堪■シヨート-発!^の原因 

巧びまとつ手で本体を持ち選ばなし1 / Cn 
&たを閉め、本体の A ンドルを持つ 'ey 
けびややけどの原因 

コードを巻さ取るときは、 A 

プラグを}わて33こなう V 

コードがあたってけがの原因 1 

梗巧中や巧巧直想は、内がまとつ手や /Offs 
詞圧キャップなどの高温部に触れない ^ 
啊ブどの原乱 K 胃4 

時に乳が巧には班れごせない 

おを入れは本林:が冷ゆでか6巧ラ A 

爵お部に曲、ゃけどの恐れ ， W 

あ体を持ち運ぶときは t フックポタンに触れ 
なし、 

ふたが閒ぃて、 けがややけどの原因 / C > 

壁や家具の近くで梗 b ない 

また、キッチン巧収納彻等を使用すると、 

をは中に惑気がこも S ないよラにずる 
惑気または熟で壁や現員を俱め、変色 ■ 変形の原因 


「 お願い 

•の排济口をふごぐような場所（壁か 51 Ocm な巧、 
じゅラたんやビニール袋、アルミ活などの上）で 
巧用しないで（だ立い。 

巧招の原因になむます。 

* 萬物がついたまま保わないでください。 

巧巧ゃぅまく お’ 袖た。せ- 

諸 置?因 n 載 r ’^=： 

■みさんやタオル等、みたを g つたげおで使わないで < ださし、。 
変を•巧お > な跨の原因になりまず。 

•巧びまを直火にかけた D 巧ぞレンジで加熟しない 
で < ださい。 

巧がまとつずがを瑕したり，フッお彼おびはがれる原因 
にな D まず。 

•超寅に弱いちのを近づけないでくだごい。 

キサッシュカード-目め巧化巧を巧を•巧をジトテープな 
どの K 圾ぴ消まる思れがちります*, 

■ テレビ-ラジオ-インターホン • コードレス巧語 
のお < で使わないでくだをい。 

瑞音や画面のち 6 つきの原画となる恐れがあ 0 ます。 

心 

•が:飯中は"ンドルを立てたり、 

本がを持ち進ばないでくだ立い。 户 

巧 m び出てやけどの原因にな口ます. い-;' ■少 
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る部のなま无 







ふた加熱板 

はずして洗えまず 
はずしかた与>14ぺージ 


ふたパッキン 


ふたを閉めるときは中巧部を巧す 

が 


調圧キャップ 

はずして洗えます 


はずしかた坤>1己ページ 


フックボタン 

巧ずとふたが関く 


吸気 □ 


排気口 


巧がまとつ手 
八ンドル 


内びまを本体にセット 
ずるとをは、的がまと 
つ手をこの位圍こ合わ 
せる。 


コード 

ホマーク 1 U 上は 
引を出さない。 

プラグ 


計量カップ（到固) 

白米用 _ 


約180 mL 
お1合 


無洗米用 
(グリーン） 


約 170 mL 
約1合 


しやをじ 
しゃもじ致ブ 


おさえめ保遍ランプ 標準保温ランプ (― 表示到5 (控1は説明のためをての表示が点なしに状態です。) 



拓 51 白米は a 饼巧巧晒が 

機贈鑑做 SS 粋 ' 

、 --^= L ===5 j だ/' 


保温(保温選択)キー 

巧温ずるとを.またはな溫中に 
「場お保晶 J f おさえゆお這 J をおおしまず 
与>9ベージ 

時刻含わせキー 

現を時刻‘モめ時刻‘沒し時間 
をセットします.与>10’11ぺージ 


一切キー 


予約キーけのランプ) 


L 炊飯(再加熱)キー 


-がき分けキー 

白ザ•瓶汚ホの巧さかた 
及びクリーニング巧能を 
巧巧しまず。 

与> 目 *7 ぺージ 

メニューキー 

6巧巧のが巧メニュ ー 
を巧がします。 

み8ベージ 


み…‘リベージ 


{巧度ランブ) 




巧法キーに ro 」 、切キーに r = j の凸部をつけて 
目の不自围なち々に対して配慮してありまず。 
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ごはんを巧 <18 に 


E 望部 * 潍饮は 18 ページを参照 

例）で3カジブのお米を炊 < とを 


付属の計量カツ乃お米をはかる x^om X巧 

- 


無洗米用計屋カジブでおがをはかる 


2お米を研ぐ 




必ず水洗いをして底か5かき 
混ぜ、おホと水をなじまだる。 
にごる場合は、ずずぐ。 






①たっぷりの氷でヴ 
ッとかき混ぜ、か 
を索早 < 捨てる。 


®^研ぐ^洗ぃ流ず J 
をくり返し、がびき 
れいになるまで洗ラ。 


•十分に洗い流してくだでい。 
(おこげび出来た D 、 ヌカ真くなる 
原理） 

■逸立て器などを使わないでください。 
(フッ巧被賊がはびれる商因） 

• 無洗ザに上か5氷を入れただけだ 
とお米ががになじまず上手く炊け 
ないことがお0まず。 

•お洗米のにごりび強いと焦げたり、 
ふきこぼれた0、を煮えになるこ 
とがあウまず。 
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メニユーに合った水位目盛で 

水加減をずる 

- 




無洗米は製法によって水加減 
が異なります。水位線を目を 
にお巧みで水加減してくださし V 。 


(1，日しタイプの場合) 



白米 (n 微） 


f 巧込み4まで） 


麽悼对1 

覆 


- 

-5 占-。 

tu 


一 

—目— 

— 



-4 一 

—ス— 

- 


— 

—2 — 

- 


\_ 

_ 1 _ 

- as - 



■ お米は氷平にならしてくだ立い。 
(炊きむらの原因） 

•水平なところで水如巧してくださし V 。 
■お為は®わないでください。 

(ベちゃつさの原因） 

• アルわリおのない水でが飯ずると、 
ごはんが黄あしたり、ベちゃつい 
たりずる場合びお D まず。 

■水位目盛 r 欧•ふつう•硬（すし》」 
は目受でず。お好みによ D 、 水加 
减してくだをい。 


4巧がまを、本体にセットずる 


滅巧がまとつ手の位 a を確実に 
合わせて < ださい。 


mmm 

•のびまの 3 
をふき取つ 


巧びまのまわり、底の水気*異物 
をふさ取って < ださい。 


51 !識プラ 




•ふた帥熱板-調圧キゎップがついているか湿かゆてくだ立い。 
■ふたは「カチッ J と音びずるまで，ゆつく D と確実に巧ゆて 
<ださい。 


メロディとブザーの切 D 替えかた 


•饮飯開始と炊きあびりを 
メ□ディーでお巧 S せし 
まず。 

•巧の方法でメロディーの 
標準とお音なぴブザー 
を切0替えられまず。 


約目砂間 
巧し続ける 



メ □ディー音（標華） 
1 

メ □ディー音（傾宮） 


ブザ- 


幅った音に 
切り替え売了 


巧みの音が 
鳴るまで©を 
操日返ず。 



巧いかた 
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はんの炊をかた 


白米/無巧米 


おお E お洁留あ）キー 




巧飯容量と巧をおがるまでの時巧の目を 


絕巧圧 100 V ■ ま巧 20 C .水現 18 C ■ 水袖巧は&つ弓の水®巧の場ちをが田時間は.巧圧，至道-水お.ボ邮巧.おザの fl 巧な 
どにぶ 0 S わ 0 ます， 


巧をがけ 

巧巧宮賺 

巧さおげるまでの 
時間の目を 

1*0 L タイプ 

1ぶしタイプ 

白ホ 
お巧米 


0.己〜目.日カジブ 

1 .0 〜10.0カッフ 

3已〜70が 

白が 

無洗ボ 

巧速 

1.0 〜5,5方ジブ 

呂ぶ〜10.□カップ 
(無左ホは 7. D カリブ宝で） 

22〜50お 

白米 
紹ミを米 

おこげ 

1.0〜己 .5 カッフ 

2.0〜10.0カッブ 

40〜70お 

さが 
瓶あお 

か巧力 

1.□〜氏已カップ 

を日〜反□カジブ 

40〜70巧 




♦ おこげは《常の白朱ぶり 5 
ごす 5 と龍げめをつけ 、 B 
味をだすコースでず。 
mm げめびかし》<なります， 


• 付《の化ぶザ巧け■カッブホ 
巧い，「白^|^」 （ g 洗が）のボ化 
巨留で水加 i « してくだなし V 




• a いで巧をたし m さにこ巧用くたをい。（巧を巧がり 
びかしかためになることび孩〇ます，） 

■麵か快な ■( 1 .OL タイブ: a 日カツブ * 1ぶ L タイプ:1 
カップ）は r まを1 でた R しなし1でください I ,かために 
なコたゥ、ふさこほれた0ずることびを日まず。 


» f 巧巧ザ J とは、ぶわず（研がず）になけるおザのことで，苗巧に巧ザした#ちにおがの度面になる姑かいヌカを吸りおいて 
巧0まず。 

1 「巧なザ J の！!!;左‘な巧の«巧によつて巧をちび0にさがでる場昔がち日まずので.水胡曲やおおの■はお枝みで巧 B しでくだ 
ないか 

>拙这によごて「巧なザ」が入手しに<し ue 合6ち D まず， 


•ミ HR ■力をの 6 日 OW におごえで防おします， : 

♦化の巧な K 品と讲巧して巧巧するときに巧用します。 f 合が* 
の tt 力は>«岛コンたントの是巧ぞ巧えないようにレてくだ： 
ごい。） : 

•扫米と巧ミあホのがぶのみにご巧巧くだ立し V . * 


♦W 巧 のか m ぶ D 坊凹び及くかかり*巧面にかかる電巧巧はほ 
<ま旧]じです， 

•最大か巧■は1 ,0 L タイプは已•日カップ • 1ぶしタイプは日カツ 
ブまでにしてくだでい，， 
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快速/おこげ/か電力 


1巧を分けの設定内容を 
確認ずる ^ 

曰をがの巧き好けが结 aR できまず。 


關 

I の *1 


す6 

rin 

fU*UU 


<«> [ M ] がの R ご打ている g 負 


白ザ 

白が*巧連 
白ホ-おこげ 
白米*か巧力 


無洗ザ 

お洗ボ-巧巧 
巧进ホ ■ おこげ 
版巧ホ-か爾力 


■プラグを差し込むと•現 
巧巧択立れているがき 
分けの投定を巧示します。 

み 每巧） 

■けを巧しで I 巧さ巧 .‘j 
けを進おしてぐださい。 

胆ごとに切り坦ゎり巧，_ 

•点巧が进巧しているがさがけです， 

•巧をがけは一ち巧をすると*巧回もその防ををお巧しています, 
固垄 1 ちよび歷 1 ^ 1 の[快助は妃 s しま e ん。 

巧回は盾巧]または I 霉に民りまず， 

»廉洗が‘ル■力のなは 巧みーン 1 が巧ばのまず。 I クリーン I は、ぉ 
手入れのための巧能です。饮がしないでください。い己べージ） 


自が;巧这 巧 

顏總0。。 


2® を押ず 



点巧 


メロデイ（ブザー)び暖ごて、巧飯び 
はじま0まず 


有 *1 


て广つ 

r つ i > 

が 


囲 


^0 


回お5おび巧3巧で巧時旧 <巧> 巧時巧40巧の«台 

を示に巧わる,， 

參巧示巧に巧ををが D までの巧持旧 （ a 贾）を.がを位で表をしまず • 

巧ち$が y までの巧巧巧 s を 

* お示する巧巧因は吕安であ y . 巧きがけ-水ぶなどのみ林 
じより.ま巧にか》ザおわるまでめ》巧となきがをじる《 
をがあ y ます r - また.巧示する残巧货は巧日间じ時闲!こは 
なりません。 

■ 本がが g かい Ji 含などは.巧巧巧巧巧げおない ti 台がの y 
まで I をを祠則のまおじな y まず C ) 巧担ランブがな巧し 
ていれば巧が中です_ 

* 扭巧安めじないていると.たまじみがめじ巧いたり巧を巧巧 
そでると巧货巧を巧が还やで草めじ切 y 留わをことがあ y 
まずびが押ではありません。 
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快をあびりメ □デイ（ブザー）び 
暖つた每 

すぐに、ごはんをほぐず 




•長時間のな温はしないで < だない。 

においや巧をの原因にな D まず。 

巧巧がおのとさ’ . 12跨間まで 

おさえめ保固のとき…24時阁まで 
舉巧為中は、みたの巧が•みたパッキン•巧がま 
につゆがごきまずが、ごはんの巧巧をなぐた 
めでが苗ではお D ません。 


■な盈5ンブ扫喘なし、自曲的に巧這 
> 幅通の投足①切〇哲走は 
召べ—ジをが照して < だをし、 


♦まを測こ巧溫紹面扬間を Oh 〜 
24 h まで 1 時向巧ので表をし 
柔ず。（£ 5 時切过上になると 
おな野刻の巧をになります/) 



(1311 


0 K 


•商ぐさないとホ巧な巧费をのってベタついた U 面まること 
がお y まず。 

•巧き巧がったごはんの巧巧巧が.やや<ぼんだり.巧がま 
に m れている曲巧がやわ6が<なをことがありまずこれ 
は [0 ぶかの巧居で.巧がま自巧げをなし> ごはんをつつ 
み込んで化きあげるためです。 


ごはんがなくなった 5 ゎ@)を押し、プラグを抜く。 


ffi いかた 


<フラグを巧いたげお) 










































































ごはんの巧をかた ■曲が * g 


巧を这み/玄米/ち米がゆ/発す玄米/巧巧/おかゆ 


m 巧 

タニュー 

を示 

巧巧ずる 
が位旦盛 

が泣宮画 

巧をおび日 
までの時间 
の目安 

料理第 
を照べージ 

1 ,0L タイプ 

1.扫しタイプ 

なさ込み 
(おこわ）ホ1 ) 
<るごはん）ま 2) 


百 《 Tf . 

1 の，〇の 
lU-UU 

HA 

巧を这み 
(おこが 
(せゴをが） 

1〜4カジブ 

3〜7ヵジブ 

40〜色が 

のべ—ジ 

ち ホ 

t がづき米）ま 3) 

) 

曰* 

(n-nn 

OJ-tJU 

か 

1： 

左 ザ 

{巧づホが J 

カッブ 

2〜7カップ 

弧〜。附 

1日ぺージ 

ちザがゆ 

, 

百単 巧 

!歐0 

ミお w 
'mm 

i 

をザがゆ 

0。5〜1カップ 

0.5 〜1占たジブ 

100、に做 

】日ぺ-ジ 

巧巧をホ 

ま 4J 

) 

百灌， ^ 

J 助旦 

mn 

! 

白お(痛洗お） 
ふつう 

1〜4カジブ 

2〜7カップ 

40、ぉ巧 

— 

巧 が 

r* jooojjsr 

— 

こはん SOOg まで 
注 5) 

ごはん9日0巨まで 
注引 

4〜1己お 
注が 

1曰べージ 

おかゆ 

f 

ぃ加口悼 

おかゆ 

0方〜 1.5 カジブ 
ま 7) 

1〜2,5カッブ 

ま 7J 

6日〜助分 

巧べ—ジ 


を1 ) おこわは， r おこ bj の水の目盛で水拙»し,巧き这みを巧ん 
でないで < ださい。 

ホの sr ごはんは，「巧づをザ」の水の目短で水加巧し•なさ込みを 
巧んで饮いて < だごい U 

ま 3) 巧づ定ザは、 r おづき米」の水に目曲で水加巧し，をホをおん 
でのし、て< だをし、。 

ま 4) 巧巧をホはなちをザ1に巧して白#乙の巧合で巧用して < だ 
さい。また発穿正ザの«曲によつではのを上が0がかために 
なった D 、 や06かめになる W さがお0ますので•お好みによ 
0水力 Q 巧をして < ださし、 


な日）ごはんの■をの呂を:巧〇ん1巧で巧吕〇 dB 
を日）ちやごはんからの場台、巧4分宦及ちくなります。まに、入れ 
るちによってををか巧ね0ます。 

ミ主 7) 5巧がゆを巧く q ち、おホの■をめホ巧にして < ださし V 


1 

ヴを巧して、 

煙康メニューを選がする 

巧ずと巧巧込み一を米一ちホびゆ一巧穿ちお^巧巧一おか 
ゆのおに~マークが梓曲し、おかゆの巧は巧を込みに 
房 D ます。巧がずるゾニューを进おしてください. 

がな回か5, メニューキーを巧すと前图お庙いの 
化巧ゾニューか曰を示されます。 

2 

を}甲す 地 鑛 

ブ n ディ（プザー)び W つて、巧:飯がはじまります 

巧:さあび D までの裸時瞄は巧あしません。 

3 

メ□ディ{プザー）が脂 tu 

「保温可ンブ」が点なした6、出来上びり。 

でさおがった5、なるベ< お早めにお召しおが0 ください。 

•井… •巧面メニュ—の保思はしないでくだをし、.，ぷ 
毎や、においの原因） 


ごはんがなくなった6长@を押し、プラグを抜く。 


- 

•巧温中のごはんや、おやごはんで巧日まず。 

■火の通りにくい具を入れるときは.ち5かじめルを 
通しておし1て < だすし1。 

•レトル SK ジクの U ゾジトのあたためにを埋利でず。 


ほ温についで 


おさえめ保温 


* ごはんの温度を周期的に下げて、乾燥を防 
ざます。 

このにめ、ごはんの温度がをくなじるときがあ D まずが巧巧で 
は面 D ません。 


1 保温中に (g) を巧す 



♦ I おごえめな巧]を巧がすると•巧回ちその役をを拉巧して U ま 
ず‘ 

•おなえめ巧本やは.つゆがふたの内田しふ忙バッキン、巧が 
まにつきまずび，こはんの (£ 巧を巧く•ためでな»ではあ0ま 
だん. 

•をう一 ぉ’;顏を巧ずと.抽なのが温に泛〇ます， 

■こはんの為巧がほくなじる時は> お巧みに巧じで再扣なして 
ぐださし、（樣ホ煩な中：巧8が‘おさえめ巧活中：巧10分3 
•きを热にな溫控恩時間を Oh 〜24 h まで1時曲巧巧で巧示し 
ます- 

(己自時巧处上になると据巧時刻の巧をにな〇まず。 ） 

•おさえめほ思は. 24ち巧までにしでください， 

(においやお居の巧固にな0まず，） 

•巧活中、 S いがなになる毋さは V ク U — ニング0随をお馆い < だ 
さい。 （15 ベージ） 


保温中のごはんの再加熱 


* 保温やのごはんをさ百に遍ゆたいとを 


1 ごはんをほぐして、 
平 6 にする 


4北;！ • 

* ごはんの■は r 扫狀 I の水巧巨盛の3け下を目苗にしてくだ 
をい。[班がムラの原因） 


2 巧温中に §S !) を巧ず 


お'： 

彎 



■巧泣ランフが点巧し，巧泌みを6いまず A 
♦巧巧回あなど本がびないとき*または本巧が巧たいときは. 
プヴー が巧0田孤な でさ まだん。 

•送中で止めるときは^切》を巧してく たさし、 

ほおに房ずとまは，さ白に(游）を巧してくだをい。 

謂斗冲 A 

■ 同巧もくりおして再加がしないでください。 E 巧*!やおこげ 
の原因） 

■ ちめたごほんの巧めなおしはしないでくださし、。 


メロディー（ブザー）が嶋つて、 

炊飯ランプが消えたら再加熱終了です。 


ffi いかた 
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IQ モ約巧巧のしかた 


食べたい時刻に巧をあばるとを（巧約巧飯) 



モ約 


:白ホ 

巧 


in-nri 

…ん"-1 


測）を約1|に奴きあがり時刻を午前7:30に予約ずる場合 


そだ! でさない時切（ずぐにけ飯をおめ る） 

巧をがけゾニュー 

曲度タニ ユー 

タニ; 2 — 

巧を時効か 5 

ゾニユー 

頂な骑刻が白 

mo 

诚?ク 

i.a 夕。 

化夕。 

台ホ 

(本つう) 

57 分 

な内 

强分 

友 米 

110 お 
u 巧 

11呪 

蝴 

職ホ 

己 4 せ1 

聊 [ 

巧が 

白 ザ 

快 度 

4 的 

54 ザ 

をザがゆ 

:に〇か 

口内 

1 巧か 
un 

mm 

48 分 

明 

日日巧 

峭 

白ホ 

おこげ 

64 分 

帅 

ぶ目巧 
UR 

発穿玄米 

日日が 

伽 

的が 

y 向 

mm 

6 日分 

归円 

巧巧 

U 巧 

白米 


己 8 分 

« 内 

65 分 

おかゆ 

7 己が1 

日助 

お巧ホ 

か肋 

分 

離 


巧猫吸+なを込みはモ巧化巧しなし巧ください。 
をで巧はに時凹凹巧を目好こしてください。 



現な時刻びさっていることを確認して 
けら 


(§) を粗]«/て 


モ約1を選ぶ 


♦ を巧ず卸こ 

を巧り一序を司 一 I 巧し時崎 


閥 

ホ約1巧 


&：00 


の巧示にかわ0まず. 

♦饮さ巧け度定 （6 7ページ）または越唐ゾニュー强馆 fS ベージ) 
を描技して < ださい。 


を押して 

巧をあが D 時刻を 
さわせる 


♦I 時 I は^時巧巧巧で. 

I 巧)は10巧おにで進みまず* 

•押し結けると、早送むにな0ます- 

•—なセツトした予巧時刻は、を里ずるまで賠はしていまず, 
•午前と午をを泣えないよラに注®してくだごい。 



子お n 巧 





•プヴ~が晒〇> で辟ランプげ 
点打。 一予約完了- 

•す巧の取り消しは ( f^jWp 
してくだだい。 

• 「ホ朽马 にたットずるとさを、 

同じお巧で巧います。 

■ ^モお^と2 J によく屈ラ時刻を目日旧さはると硬 W です。 

•な回か日はで I 子が i | か I モの己 I をおびを!甲す 
だけでセットでをまず； 


SM 

モが n 午扣 


广巧己 


が予約巧抵の巧ち巧きあが 
るまでホ巧した時おを安 
ちしまず 
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おがを還してか 5 炊< とき（浸し巧飯) 


>具や調味料のんるらのは活しな巧をしなし1でくだ 
さい。（洗睹しでうまく坟けないため） 


•请し中の適度を制御し、おがにがを巧巧のわせてお 
いしく快きあげます。ちす時問の目黄はあ塚己0分 
程度、を場扫□が程度をおずすめしまず。で約が抜 
とめ組合せはできません。 


例）6口巧港してか6巧く模合 


1を巧して、 

浸し時間表示 
にずる 


を巧す奇に iiiigi 

をの1 ] -を約 3] _ r 涅し時閒 J 


の表をにかわ0まず。 

♦炊きおけ設置が7ベージ)または獅ゾ ニ ：1—設定 (8 ベージ) 
を征团してくだをし、 

• iS し時脚は前回セットしに時隨を黃巧してし1ます， 


30 


2边を押して、 

厦し時間を合わせる 


•巧す毎に 1 U 下创民で、10巧單 
にで時おがかわります。- 



30お- 4□か—己日が一邑〇巧 一 10巧一 20分 

t _ I 

の J 巧に表をがかむ0まず。 


接 




を押す 


♦ブザーがの D ， ホ約ランブぴ 
な问 a 一ず約亮下* 

•巧汲をおおすると、おがラン 
ブが.宿巧します。 


\KM 



まし中はのを指めまでの巧 
時間巧が單むでおお 


♦剛）視巧、午を8:30がで、 

表おが午没7で7のとを 
を午巧とザをを間を无な U ぶ3 
にして < ださい。 

(お) a 己巧な） 巧で点巧び点なにおりると* 

完の 

時計は工場巧荷時からおいでいますが.重温により1わ月に約120巧の濃差がでることびお D まず。 

ずれているとさは J 見巧時刻に合わせて < だまい。 


現を時刻の含わせかた 



1- ブラグを爸し边だ 2，^または!^を商割が 3 ^^および1^)で崎到巧 

捕なずるまで巧ず を朽せる（モーが巧沒、5 
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音で確認でをる時刻をわせ操作 

時 It の時刻含ねだ•ホのの時刻合わはの探巧は音でお鼠でをる操巧方ぶに切り曾えることができます。これは巧に 
目のホ自由な方々にむいた機能でず。 


音で巧認で定る操巧の进びかた 任場お荷時はお萬の操巧方；左に設定されています。) 


•巧がまをセットした巧態でおこなつてくださ IA 


1 (§) を押ず 

2 獲)を 

約 5 巧間巧ず 

3 ("^ を巧ず 

ピッと鳴って保温になる 

ブザーが强<8回幅る 

おい音でビッと喔つて保温が 
切れる 


_遇常の操巧方法に戻ずとをも同じ方法でず。このとさ2の操巧時のブザーは1回だけ頃りまず。 

■ r 富で確誌でをる時刻合わせ操作」は一度切り替えるとプラグを巧いてち記憶しています。 

• 『音で想語でまる時到をわせ操 f 乍」へ班り曾えると、む下の遇りのの期な態とな0ます。 

'恢き分け： r 白ホ(ふつう)撞康タニユ ー ；妓き这み 
を約口：「中前 e : ooj 、 巧約司；件を 6:00 J ， [這し]:「3□州 


r 音でお語できる時刻さわせ操作」を選んだとさは、な下の操作方法に変わりまず。 


現任時! 01® 合: b 廿 fit た（時刻をむだは、「切」のげおのとをに巧つでください。） 


1包または巧 
を約日巧酣甲す 

2席!または巧) 
で時効を合わだる 

3(||)を押し、 

時刻さねせを沒了する 

ビッと隔つて r 睛刻をわせ」の 
設定になります。 

キーを巧し続けてわ、早送りし 
まはん。 

ビッと鳴って r 時刻合わせ」が 
絳了します。 


• 時刻をわだ中に(屬翼）を□•日お;問巧ずと、ブザーびビビッと2回喝つて.午を 0:00( 正午)にな0まず C 


モ約時刻のをわせかた 


皇本探ホは 1 曰 ‘11 ページの「でのの級のしかた J と同じでず。勒でび適苗の操作ち法と異な 0 まず。 

• 記悟しているで的時刻，易し時間ををえるともキーを押し結けても早送むしません。 

•ずの時刻■這し粒間を合わせているときに、1を0,5お間巧すと•ブヴーがビビッと2回摘って.合わだてい 
る時刻を巧期だも引こ房ずことができまず。 、、一- 
L 予約1 I : r 午前技日日」、 I 予約2 J : 「午後 6:00 J 、 [ WU ] : 「3日分 J 
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参ごはんの H ががなくな 
つてをたろ 、なるべく 
巧びまの中巧に盛るよ 
5にして<ださし L 
(お巧やべちゃつさを 
巧ミます。） 



•12 時問じ Lb の巧巧博强、24時岡な±:のおさぇめ保お。 
♦ちめたごはんの温め谊しやごはんのつぎたし I . 

■しゃちじをんれたままの j 荣溫。 

•白お!; i 巧（がさ远み> おこわ、をボ . おすち米.おか 
ゆ、お赃など）のな溫。 

■おホをよく研がないでかい忙ごはんの瓶巧。 


おいし<巧留ずるために巧の巧通はやめましよラ 


のごはんは 


おいしく保渴 


なだお C げがでまるの7 


なきあびったごはんのを分な水かをとり、密ばしさと取はを生み出ずためでず。おこげがなになる巧は、なボのとき 
十がにおホを涨し、、米ヌカをよく读としでから巧:し1でくださし Y 。 また白ザながのごはんゃ巧满ホを巧くとおこばがで 
さやずくな0まず。 


発さをホとは 


参発す友ザとは、玄ザをかにつけてわずかにおすさせたをので> ビタミン-ミネラル-を物巧化が白ホよりを<さま 
れてし1ます* 

•淀註ち米を赃<塌るは、耗まで米1に巧して I 白お2の到さで進ぜ合わだ、「白ホ E 無洗米）ぶっう J の水む旨盛 
师 J :発す立ボ1巧ジブ-白ザ2カジブの時は，3カッブのがな目菌に合わせる。）でが孤巧し、挫がメニューの「お 
穿玄ホ」を巧んで巧いて<だ立い。また拓巧ちホの抽绍によってはふをこぽれた0、巧を上びりびかためになった 
り，やわ百た、めになる巧をがありまずので、お巧みにより水加巧をしてください。 


おいし<貪ベるひと <ふラ 


おいしく巧! くには 


お米は正し<はかる 


曇おホは、化ず白が-滿巧おの证 
巧にあつた巧おのけ B カツブで 
はかつてくださレ P 
■ita 米ぴつは.问屈のな H カツ 
ブの a と異なる巧合がおり I 箱 
いかたによコでは妈差がでるこ 
とが巧0まず. 


ホちく十がに巧ぐ 


•おホは巧巧の化をし1ち早< 
昭収しまず。ヌカのにおい 
がつかないよラに巧彷のか 
は手早 < 指てましよラ。 
•研いだをは、 ？ k びされいに 
なるまで十分洗し1ましよ 

3。 


巧をちがコたらほぐず 


•麽の讶ラか5ごはんをつぶ古な U ぶ 
うに、大きくお〇おこずよラにほぐ 
しまず。 

ホザなかがが选ば，&ごぐらおいし 
くな0ます， 

♦'巧をあびった後、モのままな温ずる 
巧さで6必ずほぐしてください。 


射 


え約ブなで< 
趙拭ッにジし 
をホラ印ンい 
剛白、巧レお-。 

邵 * は？とげ 

Si ! やんで巧ず^ 

で思はん’酉ら 

米なこ包しめべ 

白るのに巧温貴 


I 巧ぃかた 
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◎ぉ手 乂れ 


•お手入れするときは、がずプラグをおを、本体び冷めてか日巧つてぐださい。 

♦ベンジンやシンナー、みがきお、たむし媛は巧わないでください。（表面を傷つける原因) 


しやもじ•しやをじ受け•計まカップ W 本巧-ぶた 


をお巧洗剤を®い•スポンジなどのやわ与かいをので洗3 。 J 固< しぼった&立んでみ<。 




ふた加熱巧 


温度センサー 


こぴりつをがで重た5、細かい紙ヤス 
リ （6 日0塞程度）に水をつけてこすり 
葱とし、固く校ったみをんでみさ取る。 

- ゾ 


巧測は，スポンジなどのやわ5かいちので洗う。が倒は、ホつ 
て水気をふをお D 、水あか等び巧着した場合は中性洗剤を使し V 
ナイロンたわしで洗5。 

■をおずるとおいし<巧けな<なること巧あ日まず e 巧日投いはていねい 
にお巧 U しまず C 

•フッお彼おをいためなし1ために、巧のことをお守0 くださし V 

け巧のしたをじを巧5 スブーンやおわんなどを入れて谦わない 

がは巧わない 巧规は、みがさがやたわしでなわない 

•つッ策巧皆は、ご语冉により;肖巧しまずので.大切にお巧いくだだい。 

巧巧中、色む5がでさることがありまずび、战能や、彻ま上の 
巧陽はありません。 


吸‘排気口の 
ごみを掃隨機 
で吸いある。 


ふたからはずして、度乾巧;ま剤を括いスポ 
ンジなどのやわ&かいもので洗い I 水をみ 
を巧る 0 


つけ居れて炊ぐことを巧ぐため、な、た加规 
板をがけないとふたが巧まりません。 


•月'’: t — 


■ ふた加な板は巧巧しないでください。 

• 食黄を旗嚴や肯おホい链は巧むないで < だ立い。 


■はずしかた 


参つまみが（困刪）の 
下初 I におるボタンを 
巧しなび5手前へ 
はずず， 

• j 石たバッキンは. 
はずせませんで 


■ 


ぶ& 忆バッキンび手前 
RI にくるよ ラに 取日 
がける。 

か フックを百1た®切巧 
さに苗し边み I 
えつ まみ邸（両抑）を 
r " チン j と唐だす 
るまで巧し边む. 

み W でごはつじ巧か 
ホ W にな otfl 
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調足キャップ 



■蘭圧キャップの取りつけかた 
のバッキンをカバーの巧に入れを。 ぶキでッブ本体の A マークをカバーを隔圧キャップの中巧邸を巧をえて、 

の▼マークの拉巧と合わせ、 3ケ雨 旌责に差し込む。 




本体か6はずして、負器巧な巧を巧いスポンジなどのやわ5かいをので痛5。 


■ I 調圧キヤッブのはずしかた 
。本化か5取0はずしまず。 


を図のよラにちち、キヤツブ本巧の 
▲マークを r はずず J の方向に回し方 
/[一の▼マークとな園を亩わせると 
はずれる。 

わパ 



クリーニング機能（においや巧れが取れにくい場を） 


巧を化みごはん，雑软やお温の後のにおいが気になるときや、ふた加轨板*調圧キがッブの巧れが宏ちにくい 
ときに使いまず。 

■巧いかた 

♦水の逊ま J .日 L タイプでは r 白米(瓶巧が J の水な目盛ほで、 
1 .3 しタイプでは r 白ホ(瓶をホ) J の水巧目盛2まで， 
•水な対（沉綺など）は絶対に入れないでください。 


巧がまに水を入れる 


g (鱗) 戸押して 


反リーン]を選択ずる 


3 變 


をがず 


♦クリーニンク問始をゾ n ディー（ブヴー）でおな]自せし 
まず。（残時間表おはしません） 


■メロディー（ブザー}が鳴り、「保温ランプ J が •クリーニシグ直後は、巧がまやみた加お根が辣ぐなって 

巧灯した6、ク 1) 一ニンブ亮了。【約 2 D おか いまずので、^を巧して（席直を止めて）•本がびを 

かります。） 

めてからお堀を搶て、水虎をみを取ってくだをい。 
•におし1にぶっては、荒をに落ちないちのちあ0まず。 


泣 

し、 

か 

た 
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こんなとをは 


修理サービスを依頼される前に、次の点をお調べください。 


こ h 
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!参照ページ 
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しんが残る（生煮えになる) 

• 

• 

• 

• 



• 

□ 

□ 

• 



• 


やわ！ 5 かずざる 
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巧ち□む外か S 巧巧がもれる 
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ごな 

は溫 

ん中 
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におう 
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拳 
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黄をずる 
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かたぐなる 

• 
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保通活度がほい 















を S につゆがつ< 
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• 

マ 


キー操作でをない 


•プラグがコンセントに差し込まれていまずか？ーブラジをコンセントに善し&んでください。 
■保温ランフげ点打しでいませんか？ 一©を巧して<ださい。 


巧用中に音がずる 


■「ブーン」と音がするのは、巧部の熱をがへ逃がずためにフアンが回っているか5です。 
•炊飯、浸し、お温時は、「カチッ」または r ジ ー 」と音がずることがありますが、 
m 郎獻の音で異常ではあ D ません。 

♦败飯中は、間巧的に慕気の化る音がしまずが、奠常ではありません。 


ず約時刻に巧けない 


>現在辑刻が食っているか、予が]時間の午前•午をが含っているか確認して<だごい。-10，11ページ参照 


•快な開おずると C 〕 ①表示びまわる 


>欣飯残時間を表示ずるまでの間、表示びまわ0まず。 


炊飯残時間表示び、一度に数分 
進んだり、止まった0して、時 
間どおりに炊けない 


•おいしく炊きあげるために、途中で残時間び変わることがあります。 


げ飯残時間表おが出ない 


I 本巧が溫かいときは、残時間表示がおないことびあ D まず。键康メニューは殘時闊がでません。 


巧飯ずるとを、においがずる 


お巧めを、患巧に炊飯するときはにおいびずる場合びあります。ご®用とともにな（な0 
まずび気になる場含はク U —ニング機能を使用して<ださい。一15ページ参照 


ふたが閉ま0に<い 
ふたが巧ま!5なし、 


•巧がまの縁-ふたパッキンにごはん粒などびついていませんか？ 
• ふた加熱板は正し <敢0付け S れていまずか？ -1 4ぺージ参照 


または H ご表示になる 


• H 0 表を①とさは@を巧すと-:--になります。 

規在時刻を合わせなおして<だ立い。一11ページ参照 
•プラグを抜いて入れる毎に-:，-または K 日表示になる場をは、本体に巧屬しているリチウム 
歪ミ也の寿命でず。フラグを差し込むと、欢飯•保温はできまずが、現を時刻を合わせないと 
予約がでさません。早めにお求めになった販売店に電池交換をご巧顆<ださい。 


表示部に C !、 CS を 
表示した 


>延長コードの使用、たこ足配線などで單源堪圧げ異常にな<なったときなどに表示 
します。@を巧し、別のコンセントをお®いください。 


表示部に《 { 〜 M 8 を表示した 


>煩）を巧しても表示が時刻表示に戻日ないとき、なぴ度々^{〜桃表をになる 
ときは、お買い上げになった贩売店にご相談ください。 


プラグを差しむときカチッと音 
びしたり、スバークずる。 


#イン/ (ーター回路に巧里するためで故障ではありません。 


■似上の点をお調べいただき、その上でご不審な点びありました S 、 お買い上げになつた販売唐などにご相談ください。 
■巧びまが変お*フッ素被膜がはがれに塌合は、お買い上げになった販売度などで新しくお買い巧めください。 


M 。しタイプ（ウチガマ: RZ - AS 10-001) 坛 .6 日日円 • l . SL タイフ（ウチ方マ: RZ - ASie - 001 ) 7,400円（脚 I ぶ日 03 を關巧な）」 


巧用中、停電に 
なつたとを 


げ飯中 

再通電を、炊飯を続けます。 


保漏中 

再通蛋後、保温を続けます。 

(こはんの温度によっては、イ亲盧をやめまず。） 


予約（浸し）中 
再通電を、予約（這し） 
を続けまず。 





























































r ぉ 



を 

RZ—ASIO (1，0 L タイプ） 

RZ - AS 18 りぶ L タイプ） ^ 

妓 

飯 

宮 

度 

0.09 L (日-日合)、 1.0 L 记己含） 

0.1 日 L りさ)〜 1.8 L (1 升） 

里 



庶 

巧麻〇〇リ i 

を巧周戚 

敎 

50-60 HZ 巧巧 

お巧 

巧 

飯 

特 

1400 W 

14 D 0 W 

巧力 

保盈時（平均） 

35 W (おごえめ瓶急の場合 £7 W ) 

45 W (おホえめ保息の場合3日 W ) 

□ — 

ド 

の長 

さ 

1，0 m 

大 

帷 

25.4 cm 

28.9 cm 

す 

男 


巧 

35,2 cm 

39.3 cm 

さ 

高 


を 

18.7 cm 

2 1.0 cm 

1 m 


型（重さ） 

巧丈自墙 

約斗郎目 J 


をなお時（平な）の巧力は，ち定時1時間あた0のな涅消巧巧乃です，[室苗2□むの巧合) 
み[切」のげ您での1時巧あた0の消 巧 西方は問 2 W です。 


ほ証とアフタ-サ-ビス (必ずお読み < だをい) 


■保証書（裏表紙） 

な証ちは、必ず「お寅い上げ曰-眼売巧ち J などの記 
入をお確かめの5え、眼壳店か5受け取コてしすこだ 
を内容をよくお読みのあと大切に保管してくだホい。 
• イ窠姐期間はお賀し1上げの日から1年です。 

■補修巧性能部品の巧有期間 

[ IH ジ一 巧祗器の補悟用性能部品のおち期間は型 
造む切り後日年でず。 

•補搭用性能部話とは I その筒品の機能を雄待する 
ためにお普な部品です。 

■ご不日月な点や修理に関ずるご相談は 

暗理に関するご相談並びにご不卿な扁は、お質い上 
ばの版売ちまたは强奇りの曰立頭 巧 思のお垣標ご談 
窓口一お责のお□(呂3ページ)にお問い合わせ < だ 
さい。 

■ご乾居されるときは 

ごお居により、お貴い上げの版売店の尸フター サー 
ビスぞ受け 5 れなくなる場音は、 前もって販売店に 
ご巧敎<ださい。ご転居先での日立の家里品取扱店 
を踊かさせていただきます。 


■修理を依巧されるときは I 持込惰理 I 

「こんなときは JD 日べージ)を調べていたださ、な 
お異をのおるとをは、スイッチを切0コンセントか 
6ブラグを巧さ、お買い上げの眼売店に修理をごあ 
頼 < ださい。 

•保註巧間中は 

樓理に廣しましては I 保証ををご提示ください。 

お証ちの規定に化って城贡店が倍理させでいただを 
まず。 

■ お証期間が過ざていると去は 
修理ず〇ば使用できる場合には、ご巧望により修理 
をせていたださまず。 

■修理料金の tt 組み 

核理料を=巧術料+部品だ 


巧祂料 

巧语したお馬を正巧に格復ずるための料をで 
ず。巧術吾の人巧巧、技術を君巧、測定おお 
等設滿没、一銷皆理巧等が营まれていまず。 

部品代 

修理に夜巧した部品巧をです。その地框理にが 
帯ずる部が等を含む場合ちあ 0 ます。 


愛情点検 


り 


巧年こ梗巧の 0 出ジで一炊店器の点巧を/ ♦脚ジ r — な 6 おの巧が巧せ巧が品のなち巧曲は. K を巧切り後 6 年で で, 

こんな远だは巧 0 ませんか 

► 

おおい 

♦プラグやコードが異常に化くなる 4. 

•コードになびついていたり，ふれると涵 B したりしなかったりずる。 
•こげくさいにおいびずる。 

•巧想中技がのファンが@コ ていない 6 
■そめ懼©巧巧-な巧びある t 

が田や學が防止めため、スイ‘ツチ巧 
切りコンセントか百ブラヴをなさ 
旧売店にご迪括ください。お巧 ■ 
g 煙につ U ての巧用など巧しいこ 
とはお売店にご巧防くだごい。 


#巧式を社日立ホームテジク #日立ホーム&ライフソ U ューシヨン巧式会化 
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fl 05- 8410巧话卸活区西刷 a 2-ほ -1£ 巧廣の口前のさり1 


曰立家電品のお客様ご相談窓口一覧表 

(家庭巧黃お品の表ちに関する公正鹿き资約による爱示) 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、拉居された D 、 贈物でいただいたをのの磨理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 

修理な どアフターサービスに 
関ずる ご相談は 

TEL 日120 -31 21 —68 

FAX 0120 -31 引一87 


商品情報やお取 D 撒いに 
ついてのご 相談は 

TEL 0120 -3121-11 

FAX 012白- 3121-34 


一般ご梅談窓口 を巧品じついてのごを見やご要妥はを化医のちを斗差未目談センタ ー^ . 


巧当地が 

巧結巧を 

巧を化 

化南道化区 

01 1-3 3 3 — 5 0日日 

化巧ホさち区を化昭2を4一 1一 1 0 

ま化地区 

0 2 2-2 3 2-5 0日月 

仙おホまが野怪扇巧 1 — 1 — 4日 

閲ま-甲语お化区 

0 3-3 8 3 4-白日3 0 

を束区ま上野2 — 7— 日{日立覆巧上爵ビル） 

中部ま也区 

0日 2-7 9日一5 0日白 

を古屋巿ず山区巧ず巧日日（日立を巧新ず山ビル） 

P 巧西地区 

日7 8-4 3 1 -5 0 8 8 

神戸ホち巧区甲南町！ — 3—8 

中国化区 

0 3 2 — 2 3 1 — 5 0 0 8 

に肯ホ困区段音新®!1 —7— 17 

四凰地区 

067 7-47-1088 

おお巿な田巧4 2 8 5-1 43 

丸か1 • ホ細 地区 

0 9 2 — 2 8 1-5 0 8 8 

描岡巿巧多を巧屋巧 7 —1 日（巧离盛のビル） 


♦ご巧な窃口のちが.巧を化まは巧更じなることがみリ^すのでご了ぁください.. —Q3A — 


23 





























































































I B 立 阻 ジャー炊飯器保証書 I 持込修 珊 I I 


お部期間内に取搬説リ J ] 的、本体ラベル碟の化，致パきにしたがって化常な使川状態で悚)りしていて 
が睹した端たには、本舶お I 熙内容にもとづきおむい心げの阪龙店が無料修理いたします。 
お買い上げのりからドおの則削内にが崎した蜡なは、怖品と本がをお持ちいただき、お巧い上げ 
の販売おじ修理をご依賴ください。なお、肺品をお mvt •げの販ぶが（修狎 -4 り H 化）やメーカ ー- ^ 
送かした場たのぶ料等はおお據の的地となりまず。 


型 

夕 


《• 

お 

% 

様 


》;• 


ソ c 

な 


ご化所 
r 芳お 


化 

巧 


所 

お 


※お t 、 上げ H 

保証期間 

平ぶ が ij 11 

本が：1年 




橄 


'I だ蘇 


※印が に記人のない端なは無郑となりますから必ずご祂認ください。 

し保部期刚内でも次のような端なにはが料修利 I となりまず。 

(イ ） 使1リ上の誤り、または改进やイ;巧な修哪によるが I 巧またはがお。 

(口）お買い上げ後のお ド、 引っ越し、輪送等じよるが隙またはが"お。 

(ハ）火災、地霜、水灌、あ龍、その他の火災地を、ながやが常龍化じよる故憐または削鹏。 

(二）が両、船舶(ことう戳して使 HJ された場なにかじたが隙または柳な。 

(ホ） 業稼のに惟川されで化じた故聯または拟倘。 

(へ）本蓄のご提示がなレ、場合。 

(卜）本蕾にお質い Bf 年1] !しおお嫌み、敝光店おの,!じ人のない場な、あるいは字句を帯き搬 
えられた場な， 

2, この商品じついて fll 娘修圳をごホ望の墙なには、川張じがずる巧巧を中し受けます。 

3, ごお居の場をはが前にお巧い上げの販売店にご相談ください。 

4, 贈答品等で本蕃じ記人しであるお ri い上げの販光おじ修理をご化顿になれない場合には取扱説明萬の 
23ページの U 立家電が,ご相雜窓 II 一妨裴をご斑のうえ、お近くの窓口にご相談ください。 

日.本冀はが発行いたしませんので紛央しないよう人がじ保がしてください。 

6 . 本普は11本凶内{こおいてのみか瑚です。 Effective only in Japan . 

•この保証著は本雜に明承した朋刚、乘化のもと(こおいて她料修理をお狗おするものです。 
したがってこの保就截によっておが樣の法が JL の怖利を则限ずるものではありませんので、保 
証期 f ! リ経過後の修邱等についてご不明の場合は、お巧い上げの敝ぶ店または取扱,说明帯の載べ 
ージの FI か家電品ご如,淡お I I 一•捉裝のを I I におが1いなわせください。 

保謙削刖絳過をの修巧!、脯修川げ能部おの保か則間について排しくは、取扱説明巧をご監ください。 
修理メモ 



® 日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

f 105-8410 東京都港区西新懦 2-15-12 電話の 3) 3目02-2111 
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田抖国た寸—な留部揖窃盤盘助•遣说II RZ—AS10 巧/ RZ—AS18 巧 


























